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大学野球選手のコンディションに関する研究
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の体脂肪率は 14.3 (7.52) %であり，スポーツ傷害を有さない











人の出場回数は 8.93 (10.46)回，有していなかった者 15人は
8.33 (9.54)回であった。一方，二軍においては入学後にスポー
ツ傷害を発症した者 25人は 0.36 (1.04)回であり，スポーツ傷





　Hb濃度は被検者全体では 10.3 (5.96) g/dlであった。両群を
比較すると，一軍は 10.2 (6.1) g/dlであり二軍は 10.4 (5.9) g/
dlであり，両群の平均値に有意差が認められた（図 2）。しか
し，両群ともに一般男性の正常範囲といわれる下限の 13.0 g/












人数〔人〕 平均値 標準偏差 人数〔人〕 平均値 標準偏差
47.69.77158.45.671
43.136.6656.938.64
体脂肪率〔％〕 9.0 8.09 14.3 7.52 ｔ検定：P < 0.05
骨格筋量〔kg〕 16.9 14.33 23.6 11.21
8.3 7.04 11.4 5.28 ｔ検定：P < 0.001
競技年数〔年〕 8.1 2.49 8.2 2.81
公式戦出場回数〔回〕 8.9 10.46 8.3 9.54




54.3 35.45 64.1 29.18








9.8 6.34 11.4 5.09 ｔ検定：P < 0.001
競技年数〔年〕 7.0 2.96 8.0 3.70
公式戦出場回数〔回〕
合　計

























　 度数 平均値 標準偏差
13 11.6投手 5.18
捕手 5 5.3 7.25
一塁手 2 7.6 10.75
二塁手 3 9.8 8.50
三塁手 4 6.5 7.48
遊撃手 5 10.8 6.08
外野手 7 13.9 0.79
合計 39 10.2 6.12
投手
捕手
一塁手 6 9.0 6.97
二塁手
三塁手 3 8.9 7.70





















（図 3），スポーツ傷害を有する一軍 24人の Hb濃度は 11.4 
(5.3) g/dl，二軍 25人は 11.4 (7.0) g/dlであったのに対し，ス
ポーツ傷害を有さない一軍 15人は 8.3 (5.1) g/dlであり二軍は




の通り，運動選手にとって Hb量が 10.0 g/dl以下である問題
は大きく，その改善は急務と言え，チーム全体へのアプロー
チだけでなく，一軍における捕手 5.3 (7.25) g/dl，三塁手 6.5 
(7.48) g/dl，一塁手 7.6 (10.75) g/dlなどの低値を示したポジ
















33.3 %の 35人であった（表 4）。このうち一軍は 37.1 %の 13
人であり二軍は 62.9 %の 22人であった。入学後にスポーツ傷
害を発症した人数は，入学前にスポーツ傷害が無かった 71人
中 39.4 %の 28人であった。このうち一軍は 53.6 %の 15人で





にもさらにスポーツ傷害を発症した人数は 35人の 60.0 %に当












その一方で，入学後にスポーツ傷害を発症した 49人を 100 %
としてポジション別の割合を比較すると，投手 36.7 %と外野
























一　軍 二　軍 合　計 一　軍 二　軍 合　計
人数〔人〕　 11 32 43 4 10 14
１）入学後にスポーツ傷害の発症なし 25.6% 74.4% 100.0% 28.6% 71.4% 100.0%
各被検者群における割合 42.3% 71.1% 60.6% 30.8% 45.5% 40.0%
人数〔人〕　 15 13 28 9 12 21
２）入学後にスポーツ傷害の発症あり 53.6% 46.4% 100.0% 42.9% 57.1% 100.0%
各被検者群における割合 57.7% 28.9% 39.4% 69.2% 54.5% 60.0%
人数〔人〕　 26 45 71 13 22 35
３）入学後のスポーツ傷害経験の有無 36.6% 63.4% 100.0% 37.1% 62.9% 100.0%






投　手 捕　手 一塁手 二塁手 三塁手 遊撃手 外野手 合　計
人数〔人〕 17 7 3 8 4 8 10 57
１）入学後にスポーツ傷害の発症なし 29.8%　12.3%　　5.3%　　  14.0%　　   7.0%　　  14.0%　　 17.5%　 100.0%
各ポジションにおける割合 48.6%　　53.8%　　  100.0%　　     72.7%　　　  40.0%　　　 72.7%　　　  43.5%　　　   53.8%
人数〔人〕 18 6 0 3 6 3 13 49
２）入学後にスポーツ傷害の発症あり 36.7%　12.2%　　0.0%　　   6.1%　　 12.2%　　　6.1%　　  26.5% 100.0%
各ポジションにおける割合 51.4%　　46.2%　　　0.0%　　　  27.3%　　　  60.0%　　　  27.3%　　　  56.5%　　　   46.2%
















有意差平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
01）定期的に体重を測定している 4.1 1.33 4.5 0.87 NS
02）定期的に体脂肪率を測定している 1.7 1.04 1.5 0.89 NS
03）現在の体格はちょうどよい 2.8 1.26 2.5 1.02 NS
04）体重を増加したい 3.3 1.50 3.5 1.47 NS
05）筋肉量を増やしたい 4.4 1.04 4.5 0.96 NS
06）体脂肪を増やしたい 2.1 1.23 2.0 1.31 NS
07）身長を伸ばしたい 4.3 1.34 3.9 1.58 NS
08）栄養のバランスを考えながら食べている 3.3 1.10 3.4 1.12 NS
09）体重のコントロールのために食事の量や内容を調整している 3.7 2.93 3.4 1.31 NS
10）競技力向上のために食事の量や内容を調整している 3.5 1.21 3.7 1.05 NS
11）試合前のコンディショニングのために食事の量や内容を調整している 3.3 1.09 3.6 1.27 NS
12）試合後のリカバリー（回復）のために食事の量や内容を調整している 3.2 1.24 3.4 1.22 NS
13）料理を自分でつくっている 1.4 0.95 1.8 1.99 NS
14）食べたいだけ食べている 3.1 1.37 2.9 1.36 NS
15）出されたものを食べている 3.5 1.39 3.3 1.24 NS
16）好き嫌いが多いが特に気をつけてはいない 2.7 1.44 2.1 1.38 0.038
17）日頃から排便状態を気にしている 3.0 1.43 2.8 1.35 NS
18）定期的な医学的検査（医師の問診や心電図検査など）を受けている 1.4 0.89 1.6 1.02 NS
19）定期的な体力測定を受けている 1.7 1.18 1.6 0.97 NS
20）定期的な貧血検査を受けている 1.4 1.00 1.3 0.89 NS
21）トレーニングの相談にのってくれる専門家がいる 2.9 1.49 3.2 1.67 NS
22）食事の相談にのってくれる専門家がいる 2.3 1.53 2.1 1.41 NS
23）心身の悩みの相談にのってくれる専門家がいる 2.2 1.41 2.1 2.31 NS
24）痛みや怪我のケアについて相談をする人がいる 3.3 1.60 3.8 1.49 NS
25）病気の予防を心がけている 3.9 1.20 3.8 1.33 NS
26）水分摂取を心がけている 4.0 1.14 3.6 1.17 NS
27）食事中にコーヒーや緑茶をとることが多い 2.1 1.30 2.4 1.35 NS
28）サプリメントで栄養がとれるならそのほうが楽でいいと思う 2.6 1.44 2.9 1.49 NS
29）食事の選び方がわからない 2.5 1.10 2.7 1.21 NS
30）嫌いな食材があっても特に問題はないと思う 2.6 1.41 2.6 1.26 NS
31）コンビニなどで食事を買うことが多い 2.3 1.09 2.4 1.04 NS
32）外食時は料理の組み合わせを考えて食事を選んでいる 2.7 1.28 2.9 1.27 NS
33）練習時間を考慮して適切な時間に食事をとっている 3.0 1.39 3.0 1.17 NS
34）毎日同じ時間に食事をすることが多い 3.6 1.25 3.5 1.14 NS
35）夜中に食事をすることがある 2.2 1.33 2.0 1.07 NS
36）食べるのが早いほうだ 2.8 1.36 2.8 1.37 NS
37）朝食を食べなくても特に問題はないと思う 1.8 1.24 1.6 1.05 NS
38）痩せたい時は食べる量を控える 2.4 1.41 2.8 1.41 NS
39）料理を作るのは好きだ 2.4 1.42 2.7 1.59 NS
40）試合が近くなると食欲が落ちる 2.1 1.29 1.8 1.16 NS
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41）食事をとるのは面倒だ 1.8 1.18 1.8 1.11 NS
42）自分の食生活に問題はない 2.9 1.33 3.0 1.25 NS
43）食事をするのが楽しみだ 3.4 1.20 3.7 1.28 NS
44）ちゃんと食べたのに，すぐにお腹が減ることが多い 3.1 1.27 3.0 1.35 NS
45）食事に十分な費用をかけている 3.2 1.26 3.5 1.17 NS
46）値段を考えるといつも同じ物を食べて（買って）しまうことが多い 3.0 1.23 3.1 1.27 NS
47）食事とスポーツは関係ないと思う 1.7 1.08 1.4 0.89 NS
48）何を食べていても，元気ならば問題ないと思う 2.3 1.37 2.3 1.51 NS
49）食事はトレーニングの 1つだ 3.8 1.32 4.1 1.29 NS
50）練習量に応じた食事を食べている 3.7 1.12 3.8 1.17 NS
51）1日 3回以上食事をとる 4.2 0.96 3.9 1.26 NS
52）サプリメントを必要に応じて利用している 3.1 1.58 3.3 1.39 NS
53）食品や外食の栄養成分表示を利用している 2.4 1.36 2.8 1.46 NS
54）捻挫をした時の応急処置は氷で冷やす 3.8 1.21 4.0 1.01 NS
55）捻挫をした時の応急処置はコールドスプレーで冷やす 2.9 1.34 3.0 1.51 NS
56）捻挫をした時はストレッチで伸ばす 2.5 1.39 1.9 1.30 0.021
57）捻挫をした時の応急処置は湿布を貼る 3.0 1.38 2.8 1.44 NS
58）捻挫をした時の応急処置は暖める 2.2 1.23 1.9 1.30 NS
59）捻挫をした時は第一に整形外科を受診する 3.1 1.42 3.1 1.45 NS
60）捻挫をした時は第一に接骨院を受診する 2.8 1.41 2.8 1.29 NS
61）傷害で競技ができない時は治療やリハビリに専念し競技はほとんど行わない 3.2 1.43 3.2 1.42 NS
62）傷害で競技ができない時は痛めている部分を使わずにできるトレーニングを行う 4.2 1.04 4.3 1.08 NS
63）傷害により競技に支障が出ている間は痛みはあっても我慢して競技を続ける 3.1 1.40 3.0 1.61 NS
64）傷害の要因は自分の不注意だと思う 3.2 1.40 3.3 1.13 NS
65）傷害の要因は疲労 ( オーバートレーニング ) だと思う 3.6 1.09 3.8 1.07 NS
66）傷害の要因は競技を行っている以上仕方ないと思う 3.5 1.19 3.9 1.14 NS
67）傷害の要因は技術が未熟だからだと思う 3.0 1.09 2.7 1.15 NS
68）傷害の要因は自己管理不足だと思う 3.6 1.35 3.3 1.29 NS
69）疲労を感じる時はストレッチングを行う 3.9 1.20 4.2 0.98 NS
70）疲労を感じる時はジョギングを行う 2.6 1.30 2.6 1.19 NS
71）疲労を感じた時はマッサージを受ける 3.3 1.38 3.9 1.26 0.022
72）疲労を感じた時は温かい湯船につかる 4.0 1.20 4.2 1.21 NS
73）疲労を感じた時は温冷交互浴（熱い風呂と冷水シャワーを交互に）を行う 3.0 1.44 3.6 1.44 NS
74）疲労を感じた時はストレッチもせずに眠る 2.3 1.43 2.4 1.44 NS
75）疲労を感じた時は疲労解消に役立ちそうな物を食べる 3.3 1.44 3.5 1.29 NS
76）疲労を感じた時は治療院へ行く 2.8 1.46 3.2 1.43 NS
77）ストレッチングはウォームアップよりクールダウンで多く行う 3.3 1.36 3.6 1.34 NS
78）ストレッチングは練習（またはトレーニング）の一環だと思う 3.9 1.25 3.7 1.34 NS
79）市ヶ谷 or 多摩ｷｬﾝﾊﾟｽのﾄﾚｾﾝ器材（主にｳｴｲﾄ）を十分に使いこなせていると思う 1.5 1.44 2.3 1.60 0.008








一軍  15 人 二軍  41 人
有意
差


















01）定期的に体重を測定している 4.80 0.56 3.90 1.45 0.024 4.38 1.06 4.60 0.65 NS
02）定期的に体脂肪率を測定している 2.27 1.16 1.54 0.92 0.018 1.67 1.01 1.32 0.75 NS
03）現在の体格はちょうどよい 2.93 0.88 2.80 1.38 NS 2.33 1.09 2.64 0.95 NS
04）体重を増加したい 3.60 1.35 3.24 1.56 NS 3.33 1.61 3.60 1.35 NS
05）筋肉量を増やしたい 4.47 0.83 4.41 1.12 NS 4.25 1.22 4.72 0.54 NS
06）体脂肪を増やしたい 2.33 1.29 2.00 1.20 NS 2.13 1.36 1.96 1.27 NS
07）身長を伸ばしたい 4.07 1.44 4.34 1.32 NS 3.71 1.60 4.08 1.58 NS
08）栄養のバランスを考えながら食べている 3.53 0.92 3.17 1.16 NS 3.50 1.22 3.36 1.04 NS
09）体重のコントロールのために食事の量や内容を調整している 3.27 1.10 3.88 3.36 NS 3.46 1.41 3.36 1.22 NS
10）競技力向上のために食事の量や内容を調整している 3.60 1.12 3.46 1.25 NS 3.67 1.05 3.68 1.07 NS
11）試合前のコンディショニングのために食事の量や内容を調整している 3.53 0.92 3.17 1.14 NS 3.67 1.17 3.56 1.39 NS
12）試合後のリカバリー（回復）のために食事の量や内容を調整している 3.40 0.99 3.10 1.32 NS 3.54 1.14 3.32 1.31 NS
13）料理を自分でつくっている 1.20 0.56 1.54 1.05 NS 1.42 1.14 2.16 2.53 NS
14）食べたいだけ食べている 3.27 1.33 3.05 1.40 NS 2.67 1.24 3.20 1.44 NS
15）出されたものを食べている 3.53 1.60 3.46 1.32 NS 3.33 1.09 3.24 1.39 NS
16）好き嫌いが多いが特に気をつけてはいない 2.80 1.08 2.61 1.56 NS 2.08 1.32 2.08 1.47 NS
17）日頃から排便状態を気にしている 3.60 1.12 2.76 1.48 0.029 3.13 1.39 2.52 1.26 NS
18）定期的な医学的検査（医師の問診や心電図検査など）を受けている 1.47 0.74 1.41 0.95 NS 1.83 1.24 1.36 0.70 NS
19）定期的な体力測定を受けている 1.80 1.15 1.63 1.20 NS 1.67 1.01 1.60 0.96 NS
20）定期的な貧血検査を受けている 1.67 1.11 1.29 0.96 NS 1.46 1.18 1.12 0.44 NS
21）トレーニングの相談にのってくれる専門家がいる 2.60 1.24 3.05 1.56 NS 2.92 1.61 3.44 1.71 NS
22）食事の相談にのってくれる専門家がいる 2.40 1.50 2.22 1.56 NS 1.96 1.33 2.16 1.49 NS
23）心身の悩みの相談にのってくれる専門家がいる 3.00 1.46 1.85 1.28 0.006 2.38 2.98 1.88 1.42 NS
24）痛みや怪我のケアについて相談をする人がいる 3.87 1.19 3.12 1.69 NS 4.00 1.32 3.60 1.63 NS
25）病気の予防を心がけている 3.93 1.03 3.90 1.26 NS 3.71 1.46 3.84 1.21 NS
26）水分摂取を心がけている 3.53 1.30 4.17 1.05 NS 3.58 1.21 3.68 1.14 NS
27）食事中にコーヒーや緑茶をとることが多い 2.13 1.06 2.10 1.39 NS 2.21 1.25 2.56 1.45 NS
28）サプリメントで栄養がとれるならそのほうが楽でいいと思う 2.73 1.49 2.54 1.43 NS 2.92 1.44 2.80 1.55 NS
29）食事の選び方がわからない 2.53 0.99 2.49 1.14 NS 2.83 1.27 2.52 1.16 NS
30）嫌いな食材があっても特に問題はないと思う 3.00 1.31 2.51 1.43 NS 2.50 1.18 2.68 1.35 NS
31）コンビニなどで食事を買うことが多い 2.53 0.99 2.20 1.12 NS 2.67 0.96 2.24 1.09 NS
32）外食時は料理の組み合わせを考えて食事を選んでいる 2.93 1.33 2.61 1.26 NS 2.92 1.44 2.84 1.11 NS
33）練習時間を考慮して適切な時間に食事をとっている 3.07 1.28 2.98 1.44 NS 2.75 1.11 3.24 1.20 NS
34）毎日同じ時間に食事をすることが多い 3.47 1.51 3.66 1.15 NS 3.33 1.24 3.68 1.03 NS
35）夜中に食事をすることがある 2.33 1.45 2.17 1.30 NS 2.13 1.19 1.92 0.95 NS
36）食べるのが早いほうだ 2.67 1.40 2.83 1.36 NS 2.83 1.55 2.76 1.20 NS
37）朝食を食べなくても特に問題はないと思う 2.40 1.72 1.59 0.95 0.028 1.38 1.01 1.88 1.05 NS
38）痩せたい時は食べる量を控える 2.20 1.42 2.44 1.42 NS 2.96 1.40 2.64 1.44 NS
39）料理を作るのは好きだ 2.53 1.06 2.37 1.55 NS 2.71 1.57 2.76 1.64 NS
40）試合が近くなると食欲が落ちる 2.47 1.36 1.98 1.25 NS 1.83 1.27 1.68 1.07 NS
41）食事をとるのは面倒だ 2.20 1.42 1.66 1.06 NS 1.67 0.96 2.00 1.22 NS
42）自分の食生活に問題はない 2.67 1.29 2.93 1.35 NS 2.92 1.18 3.12 1.33 NS
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43）食事をするのが楽しみだ 3.13 1.25 3.54 1.19 NS 3.75 1.19 3.56 1.39 NS
44）ちゃんと食べたのに，すぐにお腹が減ることが多い 3.27 1.33 3.05 1.26 NS 3.04 1.37 2.96 1.37 NS
45）食事に十分な費用をかけている 3.67 0.82 3.05 1.36 0.045 3.58 1.21 3.36 1.15 NS
46）値段を考えるといつも同じ物を食べて（買って）しまうことが多い 3.13 1.25 2.93 1.23 NS 2.88 1.33 3.36 1.19 NS
47）食事とスポーツは関係ないと思う 2.27 1.39 1.44 0.87 0.010 1.17 0.56 1.60 1.08 NS
48）何を食べていても，元気ならば問題ないと思う 2.67 1.40 2.10 1.34 NS 2.25 1.57 2.28 1.49 NS
49）食事はトレーニングの 1 つだ 3.80 1.42 3.85 1.30 NS 4.29 1.08 3.88 1.45 NS
50）練習量に応じた食事を食べている 3.53 1.06 3.78 1.15 NS 3.75 1.22 3.88 1.13 NS
51）1 日 3 回以上食事をとる 4.00 1.31 4.27 0.81 NS 4.08 1.10 3.76 1.39 NS
52）サプリメントを必要に応じて利用している 3.47 1.55 3.00 1.60 NS 3.58 1.35 3.08 1.41 NS
53）食品や外食の栄養成分表示を利用している 3.20 1.21 2.15 1.31 0.009 2.88 1.42 2.68 1.52 NS
54）捻挫をした時の応急処置は氷で冷やす 3.93 0.96 3.68 1.29 NS 3.96 1.08 4.00 0.96 NS
55）捻挫をした時の応急処置はコールドスプレーで冷やす 2.80 1.21 2.90 1.39 NS 2.71 1.57 3.24 1.42 NS
56）捻挫をした時はストレッチで伸ばす 2.40 1.55 2.59 1.34 NS 1.83 1.24 2.00 1.38 NS
57）捻挫をした時の応急処置は湿布を貼る 2.93 1.58 3.00 1.32 NS 2.71 1.57 2.88 1.33 NS
58）捻挫をした時の応急処置は暖める 2.40 1.45 2.12 1.14 NS 2.00 1.32 1.84 1.31 NS
59）捻挫をした時は第一に整形外科を受診する 3.07 1.44 3.17 1.43 NS 3.00 1.50 3.20 1.41 NS
60）捻挫をした時は第一に接骨院を受診する 2.80 1.42 2.78 1.42 NS 3.00 1.32 2.64 1.25 NS
61）傷害で競技ができない時は治療やリハビリに専念し競技はほとんど行わない 2.93 1.53 3.27 1.40 NS 3.04 1.43 3.40 1.41 NS
62）傷害で競技ができない時は痛めている部分を使わずにできるトレーニングを行う 4.20 1.26 4.22 0.96 NS 4.25 1.19 4.28 0.98 NS
63）傷害により競技に支障が出ている間は痛みはあっても我慢して競技を続ける 2.93 1.49 3.15 1.39 NS 2.67 1.58 3.24 1.61 NS
64）傷害の要因は自分の不注意だと思う 3.07 1.58 3.27 1.34 NS 3.38 1.17 3.32 1.11 NS
65）傷害の要因は疲労 ( オーバートレーニング ) だと思う 3.33 1.18 3.66 1.06 NS 3.71 1.04 3.92 1.12 NS
66）傷害の要因は競技を行っている以上仕方ないと思う 3.53 1.13 3.51 1.23 NS 4.00 1.14 3.72 1.14 NS
67）傷害の要因は技術が未熟だからだと思う 3.40 0.99 2.88 1.10 NS 2.83 1.09 2.64 1.22 NS
68）傷害の要因は自己管理不足だと思う 3.47 1.36 3.63 1.36 NS 3.67 1.20 2.96 1.31 NS
69）疲労を感じる時はストレッチングを行う 3.87 1.19 3.98 1.21 NS 4.21 1.02 4.20 0.96 NS
70）疲労を感じる時はジョギングを行う 3.13 1.41 2.44 1.23 NS 2.96 1.30 2.24 0.97 0.033
71）疲労を感じた時はマッサージを受ける 3.20 1.61 3.37 1.30 NS 4.17 1.24 3.68 1.25 NS
72）疲労を感じた時は温かい湯船につかる 4.13 1.25 3.93 1.19 NS 4.54 0.88 3.88 1.39 NS
73）疲労を感じた時は温冷交互浴（熱い風呂と冷水シャワ をー交互に）を行う 3.27 1.49 2.95 1.43 NS 4.00 1.18 3.16 1.57 0.040
74）疲労を感じた時はストレッチもせずに眠る 2.53 1.68 2.17 1.34 NS 2.50 1.64 2.24 1.23 NS
75）疲労を感じた時は疲労解消に役立ちそうな物を食べる 3.67 1.23 3.10 1.50 NS 3.67 1.31 3.32 1.28 NS
76）疲労を感じた時は治療院へ行く 3.13 1.55 2.61 1.41 NS 3.54 1.41 2.80 1.38 NS
77）ストレッチングはウォームアップよりクールダウンで多く行う 3.67 1.50 3.20 1.31 NS 3.67 1.24 3.44 1.45 NS
78）ストレッチングは練習（またはトレーニング）の一環だと思う 4.00 1.20 3.90 1.28 NS 3.75 1.57 3.72 1.10 NS
79）市ヶ谷or多摩ｷｬﾝﾊ ｽﾟのﾄﾚｾﾝ器材（主にｳｴｲﾄ）を十分に使いこなせていると思う 2.67 1.76 1.10 1.04 0.000 2.54 1.69 2.12 1.51 NS















































































































































平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
01）健康診断（メディカルチェック）の結果を利用すること 3.3 1.39 3.0 1.35 NS
02）体力測定の結果を利用すること 3.4 1.29 3.1 1.29 NS
03）筋力トレーニングを行うこと 4.1 1.08 4.1 1.05 NS
04）ストレッチングを行うこと 4.0 1.14 4.1 0.95 NS
05）心身の悩みを相談をすること 3.1 1.31 2.7 1.28 NS
06）疲労解消を行うこと 3.7 1.14 3.8 0.99 NS
07）病気の予防を行うこと 3.8 1.19 3.8 1.05 NS
08）適切な水分摂取を行うこと 3.8 1.23 3.9 0.99 NS
09）適切な睡眠をとること 4.3 1.14 4.0 1.12 NS
10）捻挫予防のテーピングを巻くこと 3.3 1.29 2.7 1.43 0.029
11）捻挫などの怪我をしたときにＲＩＣＥ処置を行うこと 3.5 1.49 3.5 1.43 NS
12）競技力を高める機能的トレーニングを行うこと 3.9 1.17 3.9 1.04 NS
13）ピークパーフォーマンスを維持するための体調管理を行うこと 3.9 1.14 3.9 1.11 NS
14）試合前のウォーミングアップを行うこと 4.1 1.28 4.4 0.86 NS
15）体重のコントロールのために食事の量や内容を調整すること 3.8 1.14 3.7 1.16 NS
16）競技力向上のために食事の量や内容を調整すること 3.8 1.09 3.7 1.10 NS
17）試合前のコンディショニングのために食事の量や内容を調整すること 3.8 1.02 3.8 1.07 NS
18）試合後のリカバリーのために食事の量や内容を調整すること 3.8 1.23 3.8 1.12 NS
19）料理をつくること 2.7 1.36 2.6 1.53 NS
20）外食時は料理の組み合わせを考えて食事を選択すること 3.2 1.27 3.2 1.35 NS
21）練習時間を考慮して適切な時間に食事をすること 3.5 1.25 3.8 1.07 NS
22）食事に十分な費用をかけること 3.8 1.20 3.9 1.17 NS
23）練習量に応じた食事を食べること 3.7 1.25 3.9 1.19 NS
24）サプリメントを必要に応じて利用すること 3.3 1.51 3.6 1.34 NS






































一軍  15 人 二軍  41 人
有意
差


















01）健康診断（メディカルチェック）の結果を利用すること 3.5 1.25 3.1 1.44 NS 3.1 1.44 2.9 1.27 NS
02）体力測定の結果を利用すること 3.7 1.03 3.2 1.36 NS 3.0 1.49 3.1 1.09 NS
03）筋力トレーニングを行うこと 4.5 0.64 3.9 1.17 NS 4.3 0.99 3.9 1.09 NS
04）ストレッチングを行うこと 4.4 0.91 3.9 1.19 NS 4.2 1.05 4.0 0.87 NS
05）心身の悩みを相談をすること 3.2 1.21 3.0 1.36 NS 2.8 1.31 2.5 1.26 NS
06）疲労解消を行うこと 4.1 0.83 3.6 1.20 NS 3.9 1.12 3.6 0.86 NS
07）病気の予防を行うこと 4.1 0.99 3.7 1.25 NS 4.0 1.04 3.7 1.07 NS
08）適切な水分摂取を行うこと 4.1 0.80 3.8 1.36 NS 4.1 1.02 3.8 0.96 NS
09）適切な睡眠をとること 4.5 0.83 4.2 1.23 NS 4.1 1.28 4.0 0.96 NS
10）捻挫予防のテーピングを巻くこと 3.7 1.40 3.2 1.25 NS 3.3 1.39 2.2 1.30 0.012
11）捻挫などの怪我をしたときにＲＩＣＥ処置を行うこと 4.1 0.99 3.3 1.58 NS 4.0 1.43 3.1 1.32 0.030
12）競技力を高める機能的トレーニングを行うこと 4.3 1.11 3.7 1.16 NS 4.2 0.98 3.5 1.00 0.019
13）ピークパーフォーマンスを維持するための体調管理を行うこと 4.0 1.25 3.9 1.11 NS 4.0 1.12 3.7 1.10 NS
14）試合前のウォーミングアップを行うこと 4.4 1.12 4.0 1.33 NS 4.6 0.88 4.2 0.82 NS
15）体重のコントロールのために食事の量や内容を調整すること 4.0 1.07 3.7 1.17 NS 4.0 1.10 3.4 1.15 NS
16）競技力向上のために食事の量や内容を調整すること 4.0 0.93 3.7 1.15 NS 3.8 1.24 3.6 0.96 NS
17）試合前のコンディショニングのために食事の量や内容を調整すること 3.9 1.06 3.8 1.01 NS 3.8 1.26 3.8 0.87 NS
18）試合後のリカバリーのために食事の量や内容を調整すること 3.9 1.03 3.8 1.30 NS 4.0 1.14 3.6 1.08 NS
19）料理をつくること 3.0 1.65 2.6 1.25 NS 2.8 1.59 2.4 1.47 NS
20）外食時は料理の組み合わせを考えて食事を選択すること 3.3 1.28 3.2 1.28 NS 3.6 1.47 2.9 1.15 NS
21）練習時間を考慮して適切な時間に食事をすること 4.2 1.01 3.3 1.25 0.015 3.8 1.14 3.7 1.02 NS
22）食事に十分な費用をかけること 4.0 1.20 3.7 1.21 NS 4.2 1.09 3.6 1.19 NS
23）練習量に応じた食事を食べること 3.9 1.30 3.7 1.24 NS 4.1 1.12 3.7 1.24 NS
24）サプリメントを必要に応じて利用すること 3.8 1.61 3.1 1.45 NS 4.0 1.16 3.2 1.42 NS
25）食品や外食の栄養成分表示を利用すること 3.4 1.35 3.2 1.37 NS 3.6 1.13 2.5 1.39 0.004
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